
3 夏 秋 きゆ うりの晩ば栽培法 (園 試 野 菜花 き部 )

一 は 種期 、栽植密度ぉ整枝法 につい て
―~一

緒種期は6月 中旬 とし、栽植様式は畦幅 220伽 、株間 45御 、条

間40mの 2条 まき (a当 り刻2株 )とする。整枝は親づる、子づ

るの 2本 仕立てとする。適応地域は高冷地帯を除 く県下全域。

(1)背 景 とね らい

本県の夏秋 きゆうりの作期拡大は、これまで前進化の方向で検討されてきた。

tンかしヽ8月 下旬以降の草勢低下にともなう生育後期の品質、収量の低下は著 しく、これが夏秋

きり多少裁培の大 きな問題点となっている。そこで夏秋きりうりの晩ば栽堵の作型を確立 し、後期

の品質、収量の向上を図ろうとして、は種期、栽植密度などについて検討 した結果 、一応の成果が

得られたので指導上の参考に供する。

2〕 技 術  内  容

1)夏 秋きりうり晩ば栽培におけるは種適期は 6月 中旬である。

2)こ のは種期における栽植様式は畦幅 2如例、株間 45伽 、条間 40伽 の 2条 亡さ(a当 り202

株 )とする。

3)整 枝法は親づる、子づるの 2本 仕立

とする。

4)適 応地域、高冷地帯を除 く県下全域

指導上の留意点

1)こ の作型ではウィルス病が発生しやす く、

でゃすいため必ず防除を徹底する。

また直☆き栽培では、グネパエの被客による欠株が

2)整 枝法は慣行栽培に準じて行い、8月 中旬以降は放任する。

3)圃 場の利用上移植体系とする場合は、前述のは種期 エタ更に 4～ 5日 早まとし、 7月 上旬の定

植 とする。

4)こ の作型は、慣行 (5月 上旬まき移植体系)の 収穫段建妙 ミ終る8月 中下旬以降に収穫の ビー

タがみられるため、これら作型の組合せによる面積拡大ができることと、初夏 どリレグスなどの

後作としても導入できる有利性がある。

! ア ーチ幅
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に, 試験成控 概要

1)調 験課題名  夏 秋きりう少晩ば栽培法確立試験

2)試 験年次および場所  昭 和54～ 56年  岩 手県園芸試験場

3 ) 試験 方 法

0 供 試 条 件

① は 種期と栽権様式(昭和 54～ 56年 )

畦幅 280御

〃  220

″  220

〃   90

株間 60伽

〃  60

″ 45

〃   60

様植栽

1 条

2条 条間70例 (標 準 )

2 条

2 条

2 条

2 条

2 条

1 条

1 条

119豚 a

152

202

185

実施年次

54 ～ 56

54 -56

55 -56

54 -56

実施年次

54- 56

54

54-56

54-56

56

54-55

54-55

様植

旺≧朝ヨ280御

″  280

″  22o

″  220

〃  220

〃   90

″   90

株間 ‐的 伽

″  45

″  60

″  45

〃   35

〃   60

″  45

0 1区 面積および区制

ウ)供 試品種  と きわ北星

働 栽 増様式  直 せき栽培

4 ) 試験 結 果

働 54年 は 9月下旬以降 1

が、55年 は低温寡日照、

た。

1区 20株  2区 制

0月 にかけて気温は高めに推移 し、比較的生育、収量とも安定 した

56年 は 8月下旬の台風、秋の低温等に より全般に生育 収量は劣つ

“)同 一栽植様式では、は種期が早いほどa当 り収量は高かつたが、 9月 以降の後期収量では6

月15日 、7月 1日まき区がなさった。裁植様式と収量との関係では畦幅220御、株間45伽

2条植区、それに畦幅 90御 、株間 60伽 、 1条 植区が全収量、後期収量ともまさったが、作

は  種  期
6月 1日 6月 1 5日 7月 1日

○

○ 軽

055

054

４５○

○

○

○

４５○

○

○

○

※ 但 し、整枝法は 2本 仕立、は種期の数字は実施年次

② 栽 植様式と整枝法(昭和54～ 56年 )

※ は 種期 6月 15日 、整枝法の数字は実施年次

整    枝    法
1本 仕立  2本 仕立  3本 仕立  放   任

一   〇    一    〇 5 4

0      -      一 !      一

0 5 5   0    0 5 6   0緊
○   ○ 譜  05 6   -
| ○○ ○ ―

0 5 4   0    -    〇

0 5 4   0    -    〇
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葉性等から90伽 畦の導入は困難と思われた。

従つて、この作型 に適するは種期と栽植様式は、 6月 15日 まとで畦幅 220餌、株間 45例

の 2条植 と判断される。

lpl栽 植様式 と整枚法の関係では、いずれの年でも畦幅 2郷 伽区が a当 レ収量でなさる傾向を示

し、株間は 55、 56年 とも同畦幅の 45飢 区がまさった。

整枝法では多少の年次間差はあるものの、同栽植様式の 2本 仕立区、放任区が概 してまさる

傾向を示 し、特に9月以降の後期収量では 55、 56年 とも2本 仕立区 がややなさり、両年 とも

標準区より25%前 後増収 した。

6)主 要成果の具体的データ

1)は 種期 と栽植様式

表 1  収   量 ( a 当 夕 )

試 験 区 良 果 曲 呆 くず果 合  計 良十曲 収量比 良果率

54

年

2 8 0 X 6 0 X 2

6 月  1 日

6 月 1 5 日

7 月  1 日

331し

351

253

卸 8降

275

167

2 9 8 均

279

158

937

905

578

駒 639Xじ

626

420

100

98

66

3 5 。3 多

38.8

43.8

2 2 0 X 6 0 X 2

6 月  1 日

6 月 1 5 日

7 月 1 日

430

404

185

396

330

152

414

331

182

1,夕 0

1,065

519

826

734

337

129

115

53

34.7

37.9

35,7

9 0 X 6 0 X l

6 月 1 日

6 月1 5 日

7 月 1 日

309

439

314

318

308

206

378

315

182

1,005

1,062

7o2

627

747

520

98

117

81

30。8

4 1 , 3

44.7

55

年

2 8 0  X  t t  X  26 月  1 日 328 201 172 7ol 529 100 46.8

2 2 0 X 6 0 × 2
6 月 1 5 日

7 月 1 日

230

122

167

74

７

　

５

０

　

５

１ 504

271

397

216

５

　

１

７

　

４

45.6

45.0

2 2 0 X 4 5 X 2
6 月 1 5 , 日

7 月 1 日

283

147

195

120

121

40

599

307

478

267

90

51

47.2

47.9

9 0 X 6 0 X l
6 月 1 5 日

7 月  1 日

286

190

212

126

116

47

614

363

498

316

９４
　
∞

46.6

52.3

56

年

2 8 0 X 6 0 × 2 6 月  1 日 335 198 146 679 533 100 49.3

2 2 0 X 6 0 X 2
6 月1 5 日

7 月  1 日

１
　
０

郷
　
・３

220

146

３

　

１

３

　

３

644

407

511

276

９６

　

５２

45。2

32.0

2 2 0 X 4 5 X 2
6 月 1 5 日

7 月  1 日

314

155

2 2 8

176

176

131

８

　

２

１

　

６

７

　

４

542

331

1 0 2

62

57.9

33.6
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図 1 は 種期と栽植様式のa当 夕収量 と後期収量 (9月 以降 )

140

120
′ ヽ

- 5 5 年

――一-  5 5 年

一 十 ~ 5 6 年

、 い………… 5 6 年

280×60。6/1

卯 ×45.6/15

280X的 .6/1

2郷×45。6/15

ヽ
ヽ

a

当 100

り
  80

収

量
60

40

20

上    中    下
8  月

図 2 時 期別収量の推移
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2)栽 植様式と整枝法

表 2 収   量 ( a 当り)

試 験 区 良 果 由 果 くず果 合  計
量
曲収

貯
収量比 良果率

54

年

2 8 0 ×6 0 × 2

2本仕立

放  任

し
３４９

　

３３２

降

数
　
郷

駒
237

313

峰
870

9 o 3

し
633

590

100

93

%
40。1

36.8

2 8 0 X 4 5 X l 1本 仕立 347 273 242 862 620 98 40。3

2 2 0 X 6 0 X 2

2本 仕立

放  任

６

　

２

４。

　

４７

２

　

１

３２

　

弘

７７

　

饉

２

　

３

1,005

1,177

８

　

　

３

７２

　

８．

５

　

８

１

　

２

40。4

40。1

2 2 0 X 4 5 × 1 1本 仕立 364 340 313 1,o17 704 111 35.7

9 0 X 6 0 X l

2本仕立

放  任

７８

　

８５

３

　

　

３

６

　

４

３

　

２

３

　

３

３

　

２

３

　

９

３

　

２

1,047

1,001

・４

　

０９

７

　

　

７

３

　

２

36。1

38.5

9 0 X 4 5 × 1 1本 仕立 356 276 320 952 632 10o 37.4

55

年

2 8 0 X 6 0 X 2 2本 仕立 189 162 94 445 351 100 42.5

2 2 0 X 6 0 X 2

１

　

２

　

放

本仕立

本仕立

任

２２３

２３０

２７６

・４８

・６７

・８２

５

　

７

　

２

・０

　

・０

　

・０

４７６
　
皿
　
５６。

１

　

７

　

８

７

　

９

　

５

３

　

３

　

４

６

　

３

　

１

Ю

　

ｌｌ

　

韓

46.8

45。6

49.3

2 2 0 X 4 5 X 2

1本 仕立

2本 仕立

放  任

８

　

　

９

　

　

８

８

　

１

　

０

２

　

３

　

３

９

　

　

５

　

　

３

２

　

９

　

９

２

　

１

　

１

７

　

　

１

　
　

９

９

　

２

　

５

・４

　

３５

　

６０

７

　

６

　

６

７

　

　

４

　

　

１

５．

　

５．

　

的

７

　

　

６

　

　

３

４

　

４

　

４

１

　

１

　

１

40.3

50。2

46.7

9 o  X  6 0 ×1

2本 仕立

放  任

６

　

　

３

８

　

　

４

２

　

２

２

　

０

２．

　

如

６

一　

　

４

１

　

２

４

一
　

７

１

　

６

６

）
　

５

８

　

３

９

　

４

４

　

４

２

　

　

６

４

　

２

46.6

42.9

56

年

2 8 0 X 6 0 × 2 2本 仕立 253 187 123 563 440 100 44.9

2 2 0  X  t t  X  2

2本 仕立

3本 仕立

１

　

　

７

９

　

　

５

２

　

２

２２。
　
触

３

　

５

３

　

４

４

　

６

４

　

０

６

　

６

１

　

６

５

　

４

６

　

５

１

　

０

１

　

１

45。2

42.4

劾 X 4 5 X 2

1本 仕立

2本 仕立

3本 仕立

・５

　

・４

　

９９

３

　

３

　

２

２．。

２２８

２．７

６

　

６

　

４

７

　

７

　

７

１

　

８

　

０

０

　

１

　

９

７

　

７

　

６

５

　

２

　

６

５２

　

５４

　

５．

９

　

　

３

　
　
７

１

　

２

　

１

44.9

43.7

43.3

2 2 0 X 3 5 X l

1本 仕立

2本 仕立

3本 仕立

７

　

８

　

３

２

　

９

　

４

３

　

２

　

３

２．６

郷

２２３

３

　

６

　

０

９

　

７

　

７

３６

　

櫛

　

３６

７

　

６

　

７

３

　

４

　

６

５４

　

ｍ

　

５６

３

　

　

４

　

　

９

２

　

１

　

２

44.5

43.8

46.6
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図 3 栽 植距離と整枝法の a当 り収員と後期収量 (9月 以降 )

参 考  資  料   a当 り時期別収量および販売金額

崎)残 された問題点

簡易被覆と品質、収量

時  期   E l l 8 月 9月 1 0 月 合   計

販 売 金 額
平 均 単 価 144.8 Fl 176.0円 208.4円

5 5 年 6 月 1 5 日まき

5 6 年 6 月 1 5 日まき

165。7駒

331.3

312.4降

190。4

3 5 。5均

20.2

513.6Kタ

541.9

86,373円

85,692

※収量は 55、 56年 の実績、単価は中央御 売市場における過去 5年 間の平均

-201-




